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講師紹介
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などの業務を経て、２０１７年度
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ち上げから関わる。
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到達目標

１．高等教育における学習支援の定義とその必要性を、自身の言葉で
説明できる。

２．所属大学における学習支援の体制・取り組み・課題の現状を説明
できる。

３．所属大学の学習支援における組織的な課題と特徴を整理し、言語
化できる。

４．意見交換や活動を通して、参加者同士が学び合う雰囲気づくりに
貢献できる。
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本セッションの構成
１．学習支援とは
２．学習支援が求められる背景
３．所属大学の学習支援と組織体制
４．立命館大学 SSPの取り組みから
５．学習支援を行う上での課題
６．まとめ
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学習支援の定義
学生の学習に関わる課題解決の支援を個別および組織的に提供する活
動の総称

（清水・中井，2022）

・「学修支援」と「学習支援」
大学設置基準上、大学での学びは「学修」と表記される。これは
授業および授業のための事前・事後学習に要する時間を内在した
単位修得にかかわる学びとして捉えているためである。本研修で
は、正課および正課以外の学習に関わる支援と捉え「学習支援」
を用いる。
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学習支援とは
目的
・学生の学習に関わる課題を解決する

組織
・学習支援センターなどの専門組織
・学部・学科

担当者
・学習支援センターなどの専門組織の教職員
・学部・学科の教員
・教務・学生支援系の職員、キャリア支援系の職員
・ピアサポーター

対象
・全ての学生 7



学習支援の意義
学生にとっての意義 大学にとっての意義

主体的な学びができるようにな
る
自身の課題・目標を明確にし、

解決・達成できる
対人関係能力、問題解決能力を

身につけることができる
必要な情報を得ることができる
大学への帰属意識が高まる
自身の学習スタイルを築くこと

ができる
大学生活を円滑に送ることがで

きる（卒業できる）

学生に安全安心な環境を提供
する
教育目標を達成できる
学生に直接アプローチすること

ができ、大学組織にとって必要
な情報を把握できる
学生の休退学を予防できる
組織の活性化につなげることが

できる
関係部署の連携を促すことがで

きる
学内を活性化できる
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全学的な履修指導や学修支援制度の取組

9（文部科学省,2024）



10
（文部科学省,2024）



グループワーク１
自己紹介
自己紹介
・所属
・氏名
・本日の参加理由
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学習支援が求められる背景

大学の使命
・学生の自律的な学習を促す環境を提供する
・社会に求められる人材を育成する

教育の質保証
・大学の設定した教育目標（DP）の達成を目指す

学習者中心の教育
・「学修者本位」の教育
・個別最適な学び

大学進学率の上昇に伴うユニバーサル化
学生のニーズ
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求められる大卒者の資質・能力・知識
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日本経済団体連合会（2022）



14（中央教育審議会，2018）



学生の大学教育に対する考え

• 大学教育について、あなたは次にあげるA、Bのどちらの考えに近いですか。

15
（ベネッセ教育総合研究所，2022）



学生の不安・悩み

16
（日本学生支援機構，2024）



大学進学の目的

大学卒の学歴が

必要

やりたい仕事あ

るいは勤めたい

会社のための専

門的知識・技能

の習得

自分のしたいこ

とを探すため

家族や先生の勧

め・友人の進学

より深く学んだ

り、研究したいこ

とがあった

自由な生活青春

を楽しみたい

人間性を高める

ために学問が必

要

友人を得たり人

脈を形成
なんとなく その他

2010 56.6 34.1 32.6 25.3 24.3 25 24.1 25.2 10.2 4.6

2014 56 33.5 32.4 26 23.2 20.8 20.3 21.2 10.2 5.2

2017 57 34.6 30.8 23 21 18.6 18.3 16.5 9.2 3.7

2021 62.6 30.3 34.6 21.2 23.3 20.2 18.7 19.3 8.3 2.4
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17（日本私立大学連盟，2018，2022を基に作成）



学生の支援環境の利用状況
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（ベネッセ教育総合研究所，2022）



組織体制

学部・学科
• 学部・学科に所属する教員や学生が支援を担当する（例：クラ
ス担任制、新学期オリエンテーションなど）
専門組織
• ある支援に特化した専門組織に所属する教職員や学生が支援を
担当する（例：学習支援センター、ライティングセンターな
ど）
連携・協働型
• 学部・学科と専門組織、専門組織同士が連携・協働して学生の
支援を担当する（例：履修相談、レポートの書き方講座など）
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愛媛大学における学習支援の取組

20

プログラム／取組 概要

講習会

新入生、学部生（全学年）、学部生（卒業準備）など、対象者別の各種講習会を開催し
ています。
〇レポート・卒論のための資料集め講座
「本がどこにあるのかわからない！」「雑誌論文はどう探せばいい？」「電子ジャーナルっ
て何？」等々の疑問にお答えします。 卒論準備前に一度いかがでしょうか。個人・ゼミ・
授業でご利用ください。
〇図書館入門講座
中央図書館の基本的な使い方をご紹介します。愛媛大学図書館を初めて利用する方向
けのガイダンスです。
〇大学院生のための図書館ガイダンス
図書館をとことん使って効率的に資料を集めてみませんか？ 学外からデータベースに
アクセスする方法等もご紹介します。（担当部署：図書館）

J-support（日本語ボラ
ンティア）

留学生の学習支援・日本語科目授業の補助・イベント支援等の活動を通じ、留学生との
交流を行います。J-support登録をして、授業の空き時間などに留学生の会話練習サ
ポートなど、協力してくれませんか？
（担当部署：国際連携課）

English Hour
留学生と英語で話す機会です。
学生同士、リラックスした雰囲気の中で英語の学習や国際交流ができます。
（担当部署：国際連携課）

Study International 
Fair

留学経験のある先輩がこれから留学をめざす学生に、留学体験とその魅力をパネル式
で紹介する“Study International Fair”を開催しています。
留学に興味のある方はぜひお越しください。先輩から直接体験談が聞けるだけでなく、
疑問点を尋ねたり、相談できる絶好の機会です。また、留学生による自国紹介コーナー
もあります。（担当部署：国際連携課）



愛媛大学における学習支援の取組
プログラム／取組 概要

学生生活担当教員
一人一人の学生の状況を把握し、必要に応じて履修指導を行い、学生生活について助
言を与えられるよう、学生生活担当教員の制度を設けています。皆さんが充実した学生
生活が送れるようにセーフティネットとしてのサポートを心掛けています。

各種相談窓口
学生の皆さんが、学生生活、課外活動、友人関係、健康管理、履修方法、進路などで直
面する疑問・不安・悩みに対して、気軽に相談できるよう様々な相談窓口を設けています。
相談に関する内容は、秘密が厳守されますので、気軽に相談してください。

学習支援ルーム

学習支援ルームでは、大学院生のアドバイザー「スタディ・アドバイザー」と教員のアドバ
イザー「学習支援アドバイザー」が学生一人ひとりに寄り添いながら、学習に関する課題
や悩みの解決に向けて丁寧にサポートする。個別対応のほか、セミナーなどの開催も実
施している。
スタディ・アドバイザー：「英語」、「数学」、「物理学」、「化学」、「生物学」などの科目やラ
イティングについてマンツーマンでサポートします。相談受付科目は、曜日、時間、アドバイ
ザーによって変わります。
学習支援アドバイザー：学生の皆さんが学習や将来の目標を見つけ、その実現に向けた
計画を立てることをサポートします。また、必要に応じて、その計画に基づいて行動するた
めのアドバイスも行います。面談では、学習に関する悩みや課題を一緒に話し合い、具体
的な解決策を見つけ、行動に移すためのサポートもします。

愛大学習チャンネル
愛媛大学教育企画室が運営するYouTube学習支援チャンネルです。学生の皆さんの普
段の授業や自主学習で活用できる大学での「学び」を支援する動画教材を提供してい
ます。

21



愛媛大学の学習支援

学部・学科
• 学生生活担当教員

専門組織
• 学習支援ルーム
• 学習支援アドバイザー

連携・協働
• 各種相談窓口、図書館×教育企画室
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学習支援プログラムの特徴

• 全員対象 ⇔ 一部学生対象
（ニー

ズ・課題への対応 ）
• 強制参加 ⇔ 任意参加
• 専門組織 ⇔ 学部・学科
• オンライン ⇔ 対面
• 内製 ⇔ 外部委託
• 教職員 ⇔ 学生
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グループワーク２
所属大学の組織的な学習支援の紹介
所属大学の学習支援に関わる取組やプログラムについてグループ
内で紹介してください。
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【予告】個人ワーク
所属大学の組織的な学習支援の課題
所属大学で学習支援に関わる取組やプログラムを提供する上で、
どのような課題がありますか。
課題に対して、どのような対策をしていますか？
・属人的な支援になっていないか
・入口が複数あるか、分かりやすいか
・情報共有・連携の仕組みがあるか
・特定の学生層に届いていない部分がないか

25

【 予告  】 個人  ワーク   所属大学    の 組織的   な 学習支援    の 課題  



組織的な学習支援について考えてみよう
～立命館大学 SSPの取り組みから～

立命館大学学生部 Student Success Program（SSP）
学生支援コーディネーター 石田明菜

2025年8月29日（金） SPODフォーラム2025「学生が安心して学びに向き合う大学の基盤づくり」
3日目ワーク・講義：13:00～15:００



目 次

１．立命館大学の概要と特徴

２． Student Success Programの設立経緯と設立部署

３．Student Success Program（SSP）について

４．SSPにおける課題の変遷
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立命館大学の概要・特徴 

 全国から集まる学生
近畿圏出身者51.6％、近畿圏外出身者47.8%

主体的な「学び」や「成長」を促進するしくみ

 Student Success Program（SSP）2017年～

多様な学びや正課と正課外の両立など大学生活を充実するためのサポート

28

衣笠キャンパス（京都） びわこ・くさつキャンパス（滋賀）

大阪いばらきキャンパス（大阪）

学部：法、産業社会、文学、国際関係

学生数：13,075人

学部：経済、理工、薬、生命科学、
スポーツ健康科学、食マネジメント

学生数：12,27０人

学部：経営、政策科学、総合心理、
グローバル教養、情報理工学部、映像

学生数：9760人

 多様な文化を持った学生
70か国から2,824名の留学生

 「学び」や「経験」の選択肢が豊富
多様な正課外プログラムと400団体以上のクラブ・サークル
等があり、正課外活動に取り組む学生が多い

学生や大学での学びの特徴

SSPの目的 「自立した学習者」の育成

学生「一人ひとり」が正課と課外すべての学生生活を通じて、学びの主体として
「自立」し、最大限の「成長」を遂げられるようになるための学生支援。

朱雀
キャンパス
法務・教職
研究科
330人

大阪いばらきキャンパス（大阪）



Student Success Programの設立経緯

大学から

R2020計画

包括的学生支援体制の整備

学びの立命館モデルの構築

課題を設定し主体的に学ぶ力

Borderを超えてチャレンジする力

集団、個の視点からの支援

学びの質保証

正課外・課外自主活動の活性化

学生支援の現場から

明確な困りごとはないが
支援をのぞむ層の拡大

何に困っているかわかっていない／高校

と大学の違いになじめない／もっと成長し

たい／もっと充実した学生生活を送りたい

／正課と課外の両立がむずかしい／支援

を自ら求められない・・・

どこに相談していいのか
わからない学生の存在

Student Success Program

学生から

正課と課外の両立

アスリート学生からの声

「学業ガイドライン」 「入学前教育」

「立命館スポーツ宣言」

「学生アスリートの誓い」

全学協議会での学生要求

①正課と課外の両立困難学生への支援

②クラブ・サークル等の組織マネジメントの支援

学習支援を具体化するプログラムの立ち上げ（対象は課外自主活動団体の学生）を全学に提起

全学生を対象とした学習支援として構築

様々な学生の「困りごと」に共通する学習面の課題（主にStudent Skills）への対応の必要性
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StudentSuccessProgramが学生部にあること

学生部
特別ニーズ
学生支援室

障害学生支援室

（DRC）

学生サポートルーム

(SSR）

StudentSuccessProgram

(SSP）

保健課

スポーツ強化オフィス

学生オフィス
衣笠学生オフィス
BKC学生オフィス
OIC学生オフィス

2011-2015

1997-

2017-

2015-(学生部)

1998-

2016-

障害学生支援室

2006-(教学部)

統合

カウンセラー 常勤5名+非常勤

支援コーディネーター 6名

支援コーディネーター 6名

保健センター

スポーツ強化
センター

30

①学修と生活を一体で捉える姿勢

②他の学生支援との連携がしやすい

③学生の立ち寄りやすさ

④学生生活全体の観点から支援
を組み立てられる

学生部にある狙い



Student Success Program（SSP)の支援スタイル

■支援内容

• Student Successを意識し、大学生活を送るうえで必要な自己管理力となる

Student Skillsの支援を中心に取り扱う（正課に直接関連する Academic Skillsの支援も含む）

31

支援ツール配布

集団支援

小集団支援

個別支援

個別支援

(Campus Diary、HP、窓口)

(セミナー)

(アセスメント面談)

(個別面談)

(ピア・サポーターによる相談会)

支援ツール配布

想定対象）
自ら活用し、自分の状況を整
理し学習を深められるタイプ

集団支援
・SSPセミナー

想定対象）
講義形式により学習が深まりやす
いタイプ

個別支援
・アセスメント
・個別面談

想定対象）
専門家による定期的な支援で
学習が深まりやすいタイプ

小集団支援
ピア・サポーターによる相談アワー

想定対象）
先輩や仲間からの支援で学習が
深まりやすいタイプ

全ての学生に届ける仕組み

階層的支援

一人ひとりの学生に合わせた
マッチングの仕組み

重層的支援



Student Successとは 定義と寄与する要因

Student Successに寄与する要因
（Ｋｕｈ ｅｔ ａｌ.2006、Van der Zanden et al2018、Ｄａｖｉｓ&Ｈａｄｗｉｎ2021など）

定義： Student Successは米国の高等教育分野において注目されてきた概念であり，古くは成績や卒
業，学位の取得など学業面での成功を意味していたが、近年は「学業的達成・教育目的に沿った活動への参
加・満足度・期待される知識や技能，能力の習得・継続性・教育的目的の達成・卒業後の業績」と再定義

（例：Kuh et al., 2006）

Student Success
学生と教職員のつながり

友人やピア・サポーターとの交流

多様性と触れ合う経験

課外活動

学習スキル

親や友人との関係

初年次教育

自己調整学習

学業成績

動機付け



SSPにおけるStudent Successの定義

33

学生一人ひとりに独自の Student Successが存在する前提で、
学業的達成という短期的な成功だけでなく、
将来を見据えた自己理解の深化や全般的な成長実感といった長期的な成功。

@山田剛史・木原宏子・深谷麻未・茅根未央・渡邉あい子・岸岡奈津子
「Student Successをどう捉え、どのように関与するか：

学修支援専門職員へのフォーカスグループインタビューを通じた探索的検討
（『日本アカデミック・アドバイジング協会 第３回年次大会発表要旨集13』）」



Academic SkillsStudent Skills

レポートの書き方

ノートの取り方

読解・文献講読の方法

文献資料の探し方

正課に直接的に関連する能力

大学生活における目標の設定

情報収集と整理

大学での学びへの動機付け
(卒業までの見通しやプランニング)

学修状況の管理

大学生活を送る上で必要な自己管理能力

プレゼンテーションの方法

スケジュール（時間）・タスク管理

… …

自己調整学習・SSサイクルをまわすためにも
Student Skillsが必要

SSPの主だった支援の範疇

SSPが支援を行うSkillsについて
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3 転換期（2021-2024）
階層的×重層的支援システムの見直し

2 浸透期（2019-2021）
個別支援の需要の増加、
連携の難しさ

1 立ち上げ期（2017-2019）
SSの概念やSSP支援イメージの
共有の難しさ

SSPにおける課題の変遷

2017年 Student SuccessProgram設立

2019年 各キャンパスコーディネーター2名体制へ

2020年～コロナ禍へ 影響による大学・学生のスタイルの変化



立ち上げ期課題

「SS」概念の共通理解やSSP支援のイメージ共有の難しさ

・会議での周知（事例を紹介し、具体的な支援内容を複数紹介

・学部懇談会の実施（全学部）

・学習会の実施（対象：全教職員）

・FD研修の実施

・実際のケースを通じて教員や職員とのやり取りを密に行う
36

前例のない支援機関でもあり…

SS定義の曖昧さ SSPの支援イメージの共有不足 教職員の意識改革の遅れ

Student Success」という言葉
自体が抽象的であり、具体的な定
義が定まっておらず

ある教員は成績向上をイメージす
る一方で、別の教員は課外活動へ
の参加や人間関係の構築など、
解釈にばらつき

ある教職員は、SSPを単なる学習支援
プログラムと捉え、他の教職員はより包
括的な支援を期待するなどズレがあり

どのような支援者が関わっているのか
も周知が不十分

従来の教育や学生指導のあり
方に固執する教職員も少なくな
く…
SSPの導入は、教職員の意識
改革を伴うものだったが、その
必要性が十分に理解されず、抵
抗感を示す教職員も

対策



浸透期の課題

個別支援の需要増加、連携の難しさ
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年比

2024 285 250 243 227 30 210 281 237 193 208 68 172 2404 0.94
2023 286 235 297 271 68 190 271 296 222 171 81 151 2539 0.96
2022 271 243 273 289 84 247 289 265 263 185 74 173 2656 1.04
2021 330 214 230 259 59 231 262 269 213 194 97 203 2561 1.38
2020 189 160 173 206 58 162 182 154 157 131 96 194 1862 0.89
2019 199 179 160 207 38 173 290 281 208 186 44 111 2076 1.92
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なぜSSPの利用者が増加したのか？

要因①「学習支援」と名前がつかない
「勉強ができない学生が行く」などマイナスイメージだけではなく、抵抗が少ない

要因②客観的な事実をもとに話ができる
（単位習得率・成績・課題提出・出欠状況などの事実をベースに）

要因③「単位修得」「卒業」など誰もが通る必要な要素を取り扱っている

要因④オーダーメイド型で学生のニーズに合っている
（コスパ・タイパ思考＆他者評価に敏感）

38
様々な部署で対応困難なケースなどの最終的な「受け皿」に。

他の支援機関も対応学生数が増加しており、対応できないという組織的な課題も



浸透期の課題に対しての対策は？

個別支援に対しての対策を検討

・面談回数や面談時間制限ルールの導入

・グループ支援を提供する

・どのキャンパスのCoでも対応できるようにシステム改革

集団支援に対しての対策

・対面実施していたセミナーをZoomやウェビナーで配信

その内容を反映した動画も作成、配信
⇒コロナ禍はオンデマンドの参加や視聴数が伸びたが、その後はほとんど再生率が上がらず…

39

⇒個別最適化から考え、学生の選択肢にそぐわない？

現在も引き続き、限られたコーディネーター数で対象者となる学生に
対応していくかを検討中



学習に関する相談

多岐に渡る
入試スタイル

個別支援件数の増加、
利用者の偏りキャリアや

目標に関する相談

生活・行動様式
の変化

学生生活に関する相談 高校までの教育
環境の多様化

学生の質の変化
SSPの取り扱う

相談内容の多様性

支援継続が困難

専門家の不足

育成制度
の不在

コーディネーター機能

学部懇談、FD研修 コーディネーター
の負担増加

不安定な
雇用形態

入学前プログラムや
出張セミナーなどの支援

多様な支援内容

ピア・サポーターの育成

転換期の課題

階層的×重層的支援スタイルの見直しへ

組織的な課題



SSPのニーズがあり続けるのか？個別支援件数の増加、利用者の偏り

要因①「学習支援」と名前がつかない 「勉強ができない学生が行く」などマイナスイメージだけではなく、抵抗が少ない

要因②客観的な事実をもとに話ができる（単位習得率・成績・課題提出・出欠状況などの事実をベースに）

要因③「単位修得」「卒業」など誰もが通る必要な要素を取り扱っている

要因④オーダーメイド型で学生のニーズに合っている（コスパ・タイパ思考＆？）

41

様々な部署で対応困難なケースなどの最終的な「受け皿」に。

他の支援機関も対応学生数が増加しており、対応できないという組織的な課題も

要因⑤オンライン技術の定着
要因⑥情報共有のスタイルもデジタル化・オンライン化し主体的な情報収集がもとめられた
要因⑦授業スタイルや評価方法も多様化し、学生同士の支えあい、課題解決が難しくなった
要因⑧就活やインターン研修などが早期化し、自身についての理解が求められる

コロナ禍を経て…



転換期の課題に対しての対策は？
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・各学部への出張セミナーの実施
中間層へのアプローチを目的に

・入学前プログラム（目標設定型）における実施対象者の拡大
特定入試枠・附属校生に限らない実施を目指す

・ピア・サポーターの育成にさらに注力
仲間同士の支えあう力を再養成
他大学のピア・サポーターとの合同合宿を実施、
ピア自身で自分たちの課題を考え、研修を立案・運営するプロセス重視型の新しい研修の形に移行

・支援Co同士で研修を実施
外部アドバイザーによる高等教育の傾向・情勢の研修や事例検討に加え、支援Coの専門性が異なるため、
さらなる高度化を図る



3 転換期（2021-2024）
階層的×重層的支援の不成立へ

2 浸透期（2019-2021）
個別支援の需要の増加、
連携の難しさ

1 立ち上げ期（2017-2019）
SSの概念やSSP支援イメージの
共有が困難

まとめ：SSPにおける課題の変遷

会議での周知（事例を紹介し、具体的な支援会議報告

・学部懇談会の実施（全学部）

・学習会の実施（対象：全教職員）

・FD研修の実施
・ケースを通じ教職員とのやり取りを密に

個別支援や手段支援の継続方法を模索中
限られたコーディネーター数で対象者となる
学生に対応していくかを検討中

・各学部への出張セミナーの実施
・入学前プログラムの実施対象者の拡大
・ピア・サポーターの育成にさらに注力
・Co同士の学びあいなど研修の高度化



何かご質問等あれば…

ここからは“なんでも聞いていい時間”に・・・

素朴な疑問も大歓迎です！

「ここ、よくわからなかった」などありましたらお気軽に
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インスタぜひフォローいただけると有難いです
大学生活のコツ、各キャンパスのおすすめ情報などを発信しています

@RITSUMEIKAN_SSP_OIC

SSP公式アカウント OICピアのアカウント

@RITSUMEIKAN_SSP_BK
C

BKCピアのアカウント



個人ワーク
学習支援を行う上での課題
所属大学で学習支援に関わる取組やプログラムを提供する上で、
どのような課題がありますか。
課題に対して、どのような対策をしていますか？
・属人的な支援になっていないか
・入口が複数あるか、分かりやすいか
・情報共有・連携の仕組みがあるか
・特定の学生層に届いていない部分がないか
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47

学習支援を行う上での課題と対策



グループワーク
学習支援を行う上での課題と対策の共有

自身が挙げた課題と対策について、共有してください。

共有後に
・グループメンバーの抱える課題の共通点、
相違点

・自身の課題への対策のヒント
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ふりかえり

組織的な学習支援に向けて

・取り組んでみたいこと
個人レベル、組織レベル

・継続して実施していきたいこと

49



到達目標

１．高等教育における学習支援の定義とその必
要性を、自身の言葉で説明できる。

２．所属大学における学習支援の体制・取り組
み・課題の現状を説明できる。

３．所属大学の学習支援における組織的な課題
と特徴を整理し、言語化できる。

４．意見交換や活動を通して、参加者同士が学
び合う雰囲気づくりに貢献できる。
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